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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　流星群の出現歌況
　七月下旬の水瓶座δ流星群（δ一Aquarids　in　Iast　decade，　July）豫定の槻測計
書に基いて，近畿及關束爾班を申心として観測された．これ等の結某から見れ
ば，七月28日頃から八月．1日頃までは，　．ZF均した一様な出現数を示し，一時聞
7～8個の出現を見た様である．極大は明瞭ではなV・が，29日目は30日目曉にあ
ρたものの携＝である・Kwは29日・同景燦増する一2等ρものを，β・は31日に
一3等のもの各L個を見てみる．Average　during　Iu1y　28～Aug．1was　7～8／hour
max．　aPparently　July　29．gr　30’（mornin奮）
　　　　　　　　　　ノ　　　　　八月1日の朝の襯測に於てKo及Sl’は南魚α流言群の活：助を確認した。
繍arm　from　q　PsA　was　confirmed　oh　Aug。1．輻射黙はKoによれば酵F342。，
δ』　一29．。5（見かけのまyの位置で）であった．
猴水瓶δ流星群の活動期に當り，ペルセウス流星群の坐骨の外，．魚φ群，
龍φ群，魚41群，ペガソスφ群等の活動するのが観測された．詳しく．ﾍ輻射
黙表（追て嚢表す）を参月「されたい．　BesideδAquarids，　displays　of　perspid
f・・e・・nners・φPi・cid・・gD・母r・nld・・．41　Piscids・　，’｝　Pegasids・rt…were・b・e・v・d・
八月目ペルセウス座；纏群「
．七月末よりすでに前細醐測酎t，八月間入り…欠第に其の数を黒した．しカ・
し，八月10日朝のK・の齪測ては一遇三脚0個程反のもので，例年よ怪いがに
思はれたが，．13日朝の観測は，さすがに極大を示し，一時間45個（修並値56個）
を数ふることが出撃た．On　A・9．10，　K・・b・e・v・d（ca，10／h・u・〉，，ather．・f。w
but　on　Aug．13　Ca．45／hour（56，　corrected）were　observed　as　max．
　水瓶群とともに，同時憶測の計書を立て，同一流岬獲得を期待したが，充分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドノ効果をあ．げるζとが出來なかった．Srはこの期問に，ペルセウス流星群の外，
同座ζ星附近に一一一流吐群の活動するを見てみる．　Simultaneous　ebservations
were　not　fruitful．　Sr　observed　a　swarm　ffomζPersei．（1943－10－31）．
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　年朱に託り，研究的な寄縞を浦回して，全部で70ページの特輯號を倉員諸氏
に提供します．別頁に記載の如く，“年鑑”は“年表’「．と改められ，猫立の山行
冊子きなりますので，一月號は干常通りのものとして，非本，波邊，山本，松
蝉讃氏の雄編を載せる予定です．　（1943－12一一20）
